
進行管理表 資料　進２－３　

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

P14

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P14

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【実績】
　・
　・

【課題】
　・
　・

6
健康
管理

・他の検査、健診等と同時に
検査を実施できるように検討、
調整

継続

5
健康
管理

・浪江町独自検査の実施（県
の２年に１回の検査の間の年
に実施）

町 健康保険課 継続
【実績】
　・仮設診療所で検査可能（要予約）
　・検査者数　Ｈ２５.４末　１，０３９人

【課題】
　・検査機関の不足

実施中

【担当課】
・検査の継続実施
・県からの検査の案内が届いていないケー
スがあるので、県に郵送先のデータ提供を
するとともに、誤りの訂正を引き続きおこなう

【実績】
　・検査者数　Ｈ２３末　２，９２２人（約８割）
　・全都道府県各１ヶ所は検査可能

【課題】
　・未検査者の解消
　・県外検査機関の確保

実施中

【担当課】
・継続して実施する

実施中

4
健康
管理

・県民健康管理調査（18歳以
下を対象に20歳まで2年に1
回）による検査の推進

町
⇒県

健康保険課 継続

計画遅れ

【担当課】
・ＷＢＣ、甲状腺検査、健康診査等の実施機
関を増やすように継続して要望を実施

【実績】
　・町が実施する検査は同時に実施可能
　・ひらた中央病院でも同時に検査可能（要予約）

【課題】
　・県が実施するものについては同時に実施できて
いない
　・検査機関の不足

（２）甲状腺検査の継続的実施

3
健康
管理

・他の検査、健診等と同時に
検査を実施できるように検討、
調整

－ 健康保険課 短期

短期 計画遅れ

【担当課】
・引き続き、県に要望を実施

【実績】
　・国、県へ要望書提出　３回
　・青森、広島、長崎等で検査可（要予約）

【課題】
　・検査機関の不足（県外検査機関の確保）

【担当課】
・県でも移動式（バス）ＷＢＣによる検査を６
月末から実施
・町から検査の案内を出す

【実績】
　・検査率６０％

【課題】
　・検査率の向上
　　未検査者（特に県外）、継続検査対策

2
健康
管理

・全国での受診体制確立の確
立を国・県に要請

町 健康保険課

　１．全町民の放射線による健康被害の未然防止、健康不安の軽減

（１）内部被ばく検査測定器の導入と検査の実施

1
健康
管理

・津島仮設診療所への検査測
定器の導入及び検査の継続

町 健康保険課 継続 実施中

進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

その後も継続 

その後も継続 

要望活動の継続実施 

検査実施 検査の実施継続 

検査の継続実施 

実施まで要望活動を継続 要望活動の実施 

未達の場合、実現まで要請を継続 

２年目（初回検査） ３年目（２回目検査） 

H24.5 

導入済 

H24.5 

導入済 

２回目検査 初回検査実施 

方策検討・要望継続 一部実施 

３と同内容であるため、３を参照 

１年目（初回検査） ２年目（２回目検査） 

２回目検査実 ２回目検査 

H25.4 

達成 
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9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

P14

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P14

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P14

計画

進捗

実績
課題

【委員会】【実績】
　・健康管理調査委員会を５月に実施
　・県と調整中

【課題】
　・県との体制の構築が課題

（５）専門家による健康管理相談機会の充実

12
健康
管理

・放射線医学県民健康管理セ
ンターと連携し、放射線防護に
関する講演会及び講習会の段
階的・継続的実施

町 健康保険課 継続 未実施

【担当課】
・健康管理調査委員会（第２回）を7月末に実
施予定。
・委員会の結果等を踏まえて、弘前大学と連
携して講演会等の実施を検討

11
健康
管理

・健康手帳への記帳の啓発活
動

町 健康保険課 継続

【実績】
　・仮設住宅等での説明会を実施済み
　　２５回、８００人参加

【課題】
　・借上げ住宅入居者等への啓発

達成済み

【担当課】
・紛失者への再交付・住基外の希望者への
配布を継続して実施

【実績】
　・配布数　２１，２１２人

【課題】

実施中

【担当課】
・検査結果等の通知に啓発チラシ等を同封
し、継続的に啓発を実施
・ＷＢＣ等の検査の際の、検査結果の記帳
の説明・啓発を継続的に実施

10
健康
管理

・「浪江町健康手帳」の配付 町 健康保険課 短期

実施中

【担当課】
・県で引き続き実施する

【実績】
　・県民健康管理調査で対応中

【課題】
　・検査率の向上
　・県外検査機関の拡充

（４）生涯にわたる健康管理のための手帳の作成

9
健康
管理

・白血球分画（白血病）検査を
加えた検査の継続実施

町
⇒県

健康保険課 継続

8
健康
管理

・全国での受診体制の確立を
国・県に要請

町 健康保険課 継続
【実績】
　・全国で県民健康管理調査を実施中

【課題】
　・近くに病院がないケースが多い

継続 実施中

【担当課】
・引き続き、出産の際に避難先自治体への
連絡を実施する
・引き続き、県内の乳幼児及び妊婦への訪
問や妊婦のメンタルケアを実施する
・避難先の医療機関と連携し、フォローをお
こなう

【実績】
　・特例法により実施中

【課題】
　・県外の妊婦健診は情報が入ってこないと、対処
できない

実施中

【担当課】
・各県への要請をおこなう

（３）健康診断等の検査機会の確保及び検査項目の拡充

7
健康
管理

・原発避難者特例法による乳
幼児及び妊婦健診の推進

受入自
治体

健康保険課

紛失者への再交付・住基外の希望者への配布 

その後も継続 

要望活動の 

継続実施 

特例法により実施中 

検査の継続実施 

県民健康管理調査 

未達の場合、実現まで要望を継続 

実施継続 説明会実施 

検診等結果通知などで記帳啓発 

特例法により実施中 

H25.1 

達成 

県民健康管理調査 

検査２年目 検査３年目 

県民健康管理調査 県民健康管理調査 

調整継続 検討・県と調整 

プログラム作成 段階的実施 

H24.8 

配布済 

H24.8 

配布済 

H25.5月、7月 

健康管理調査委員会 
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9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P14

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P16

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P16

計画

進捗

実績
課題

【実績】
　・
　・

【課題】
　・
　・

18
健康
管理

・放射線医学県民健康管理セ
ンターと連携し、放射線防護に
関する講演会及び講習会を段
階的、継続的に実施

計画通り

【担当課】
・仮設住宅での説明会を６月中に実施
・メーカー問合せ先の周知、窓口来庁者へ
の説明は継続して実施

【実績】
　・希望者に個別対応（メーカーフリーダイヤル）
　・仮設住宅での説明会開催（６月５日より）

【課題】

（２）放射線に対する科学的見解の周知（多様な見解を尊重）

【担当課】
・仮設住宅での業者による回収、点検（校
正）の実施
・校正の受付は随時実施する

【実績】
　・全世帯配布済み
　・６月より点検（校正）を実施（毎年）

【課題】

17
健康
管理

・線量計の操作講習等の随時
実施

町 健康保険課 短期

　２．放射線に対する理解の向上～正しく理解し、対処する～

（１）全世帯への放射線量計の配布による町民の放射線管理体制の構築

16
健康
管理

・全世帯への線量計の配布 町 健康保険課 短期 計画通り

15
健康
管理

・県の子ども医療費無料化事
業の円滑な運営

町
教育委員会
事務局

継続

【実績】
　・県で１８歳以下を対象に実施

【課題】
　・小学校の段階には自治体間の差がある
　・転出者は対象外

継続 実施中

【担当課】
・要望を継続して実施
・法制化はされていないが、窓口負担、国保
税等は当面の措置として無料化されている
ので、その継続についても並行して要望

【実績】
　・Ｈ23.6.7　国へ要請（双葉町と共同）

【課題】
　・双葉郡、県との連携

実施中

【担当課】
・継続して実施
・社保で対象とならない会社の場合は町で
払い戻しを実施している。
払い戻し制度について、定期的に広報を実
施する

【担当課】
・健康管理調査委員の結果をＨＰに掲載し、
周知

【実績】
　・県と調整中

【課題】
　・県との体制の構築が課題

（６）町民の命を守る健康管理、医療保障の法制化の実現

14
健康
管理

・医療保障の法制化実現に向
けた国への要請

町 健康保険課

13
健康
管理

・講演会等で得た情報の発信
強化

町 健康保険課 継続 未実施

実施予定 

調整継続 

継続要望 継続要望 

実現するまで継続して要請活動実施 

随時実施 

県と調整 

継続して実施 実施 

円滑に運用 H24.10 

開始 

H24.○ 

開始時期確

実施予定 随時個別対応 

Ｈ25.3まで随時実施 

H24.6 

配布済 

H24.6 

配布済 

H25.6 

線量計の点検開始 

H25.6 

仮設での説明会 

１２と同内容であるため、１２を参照 
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9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

計画

進捗

実績
課題

P16

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

計画

進捗

実績
課題

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P16

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

実施中

【担当課】
・現在の体制から更なる検査体制の拡充を
検討

【実績】
　・上竹倉庫で、国から１台、県から５台の機器を
使って、検査を実施中

【課題】
　・７月から町内で検査を実施。新たな機器導入予
定。（既存検査機３台を移設、ゲルマニウム検査機
１台増設）

25
健康
管理

・現在の食品検査の継続実施 町 生活支援課 継続

達成済み

【担当課】
・小中学生への県のサポートブックの配布な
どを検討

【実績】
　・県の副読本「心と体の健康サポートブック」を未
就学児童の世帯に７５０部配布
・Ｈ25.4、国の「資料名確認」を浪江小中で在校生
に配布

【課題】
　・浪江小中以外で生徒への配布状況が不明
　・購入するのであれば、予算が必要

（４）食品検査体制の整備、充実（復興に向けて）

【実績】
　・
　・

【課題】
　・
　・

24
健康
管理

・子育て世代向けの放射線に
関する解説本の作成及び配布

町
教育委員会
事務局

短期

【実績】
　・
　・

【課題】
　・
　・

23
健康
管理

・講演会等で得た情報の発信
強化

【担当課】
・集まる機会に合わせての健康チェックを検
討
・ＷＢＣや初期被ばく検査の際には放射線に
関するＶＴＲを放映している。

【実績】
　・未実施

【課題】
　・県との体制構築が課題
　・交流会実施機関との連携

22
健康
管理

・放射線医学県民健康管理セ
ンターと連携し、ガラスバッチ
検査の結果に対する講習会等
を計画的に実施

【実績】
　・浪江小中で、ＰＴＡ総会や授業参観後に説明を
実施

【課題】
　・福祉こども課との連携
　・対象範囲の明確化（保護者も入る）

21
健康
管理

・学校単位での交流会等の機
会に合わせた放射線講演会
等の開催

町 健康保険課 継続 未実施

（３）子育て世代のための学習会の開催

20
健康
管理

・学校教育と連携した学習体
制の構築

町
教育委員会
事務局

健康保険課
継続 実施中

【担当課】
・浪江小中での取組みは継続
・避難先での実施については、県・郡での取
組みを健康保険課から働きかける

19
健康
管理

・講演会等で得た情報の発信
強化 【実績】

　・
　・

【課題】
　・
　・

継続実施 

実施継続 浪江小中で説明実施 

検討 

１３と同内容であるため、１３を参照 

１２と同内容であるため、１２を参照 

１３と同内容であるため、１３を参照 

プログラム作成 段階的実施 

プログラム作成 段階的実施 

配布していない生徒への対応を検討 未就学児や浪江小中で配布 

情報の整理・収集 

実施継続 

現在の取組みを継続 

現在の検査のノウハウを 

H25.10 

発刊 

検査体制の拡充（町内での検査実施） 
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9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P16

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P18

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

短期 計画遅れ

【担当課】
・引き続き、関係機関と連携し、実施する
・Ｈ２４年度はいわき市、二本松市で実施（月
１回程度）Ｈ２５年度は南相馬市、白河市、
会津若松市等でも実施予定

【実績】
　・東北福祉大、新潟大等からの支援
　・日赤がいわきで借上げの巡回を実施
　・ひらたがＷＢＣ、甲状腺検査の実施体制を構築

【課題】
　・１年目の無償支援終了後の継続、経費負担

計画通り

【担当課】
・引き続き、連携機関の拡大を模索
・県外については、県に要望

【実績】
　・日赤、ひらた、常磐病院と協定締結

【課題】
　・連携機関の拡大

32
健康
管理

・大学等の支援による自立的
健康づくりの推進

町 健康保険課

【担当課】
・保健師、看護師が専門分野で力を発揮で
きるよう、事務部門の支援体制の整備を検
討

【実績】
　・Ｈ２４．１０に保健師２名採用
　・Ｈ２５．４に看護師１名採用

【課題】
　・広範囲な避難に伴う業務量の増加

31
健康
管理

・医療機関等との連携協定締
結の推進

町 健康保険課 短期

　３．避難生活に伴う健康悪化の防止

（１）健康指導体制の強化、確立

30
健康
管理

・保健師、看護師等の職員の
採用

町 健康保険課 短期 計画通り

29
健康
管理

・生涯学習出前講座を活用し
た放射線学習機会の創出

町
教育委員会
事務局

短期
【実績】
　・出前講座による放射線教育の実績なし

【課題】
　・出前講座制度の理解度が低い
　・講師謝金しか該当しないため、他制度の活用が
見られる

短期 計画通り

【担当課】
・浪江小中については、現在の取組みを継
続
・県での取組みを広報を通して周知する

【実績】
　・浪江小中ではカリキュラムの一部として実施

【課題】
　・浪江小中以外、特に県外の学校での放射線教
育の実施状況が不明

計画前倒
し

【担当課】
・出前講座を継続して実施する
・出前講座の制度を広報を通して周知する

【担当課】
・職員の研修参加を更に増やす

【実績】
　・臨時職員５名、担当係職員が研修会（月に１
回）に参加
　※実績を要確認

【課題】
　・浪江町内での検体が増えることが予想されるた
め、検査員の増員を含め、検査技術者の育成、強
化を図る

（５）学校教育における放射線不安の低減、正しい知識の獲得

28
健康
管理

・浪江町独自の放射線教育の
実施

町
教育委員会
事務局

27
健康
管理

・検査技術者の育成 町 生活支援課 継続

26
健康
管理

・町外コミュニティ・ふるさと再
生整備計画などに合わせた食
品検査体制の整備

町 生活支援課 短期
【実績】 【課題】

　・２６年度以降、町内での検査のみに移行予定

計画通り

【担当課】
・Ｎｏ.25の検討と合わせて検討実施

実施中

体制検討 

現在の検査のノウハウを 

活かしながら随時実施 

実施継続 継続実施 

県の取組みを周知する 浪江小中で説明実施 

現在の取組みを継続 補助事業を活用した事業の計画及び実施 

実施継続 出前講座の実施 

連携拡大 協定締結 

随時、連携協定を締結し、体制強化 

実施 

現在の検査のノウハウを 

活かしながら随時実施 

現行事業の継続 よりニーズに沿った事業の展開 

実施継続 実施継続 

体制強化を検討 

巡回相談を強化 H24.10 

採用 

H24.10 

採用 
H24.4 

採用 

随時、連携協定を締結し、体制強化 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

P18

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P18

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

【担当課】
・自主的に集まる場の情報提供をおこなう

【実績】 【課題】
　・健康づくりサークル等への支援検討

38
健康
管理

・健康づくりボランティアの育
成（自立的健康づくりの推進）

町 健康保険課 中・長期

37
健康
管理

・ボランティア団体等の協力に
よる健康づくり事業の実施

ボラン
ティア

健康保険課 継続
【実績】
　・仮設住宅ラジオ体操等を一部実施

【課題】
　・関係団体との連携、費用負担

実施中

【担当課】
・介護予防事業の実施に向けて具体的な体
制（人員）強化策の検討をおこなう
・事業者との打合せの強化

【実績】
　・サポートセンターは、介護だけではなく、子ども
から高齢者まで幅広い活動、交流の場となってい
る
　・サポートセンター５ヶ所で実施中

【課題】
　・仮設住宅敷地内にある性質上、介護保険制度
に特化した事業対象者を集客することが課題
　・介護職および事務職の人員が不足しており、介
護「予防」事業が実質的にできていない

実施中

【担当課】
・ボランティア団体等との連携を強化する
・自治会活動の自主活動へと移行できるよう
啓発

準備着手

36
健康
管理

・サポートセンターを拠点とす
る介護予防事業等の継続実
施

事業者 介護福祉課 継続

実施中

【担当課】
・ＨＰでの情報提供の強化をおこなう

【実績】
　・ＨＰや広報紙での情報提供

【課題】
　・周知方法検討

（３）健康維持のための運動、体操の実施

【担当課】
・看護師の人員増強の検討
・引き続き、月に１度、健康相談や巡回訪
問、情報交換を実施する
・生活支援員や介護福祉課、各出張所と情
報交換

【実績】
　・県内仮設、借上げ定期巡回

【課題】
　・関係機関等との連携
　・看護士の不足（募集しても集まらない）
　・借上げの巡回が年に１回程度が限界

35
健康
管理

・心の相談ダイヤル等相談窓
口に関する情報提供

町 健康保険課 継続

【実績】
　・Ｈ２４.１０に１名採用（直接メンタルケアに関
わっていない）

【課題】
　・職員採用検討

34
健康
管理

・巡回訪問相談の継続・強化 町 健康保険課 継続 実施中

（２）メンタルケアの継続的な実施、充実

33
健康
管理

・社会福祉士、精神保健福祉
士等の職員採用

町
健康保険課
介護福祉課

短期 計画再考

【担当課】
・社会福祉士、精神保健福祉士等が専門分
野で力を発揮できるよう、事務部門の支援体
制の整備を検討

相談相談を強化 

継続・強化 継続 

巡回相談の継続実施 

体制強化の検討 事業の継続実施 

継続 継続 

随時、ボランティア団体の調整・実施 

動機づけ 

動機付け活動 自立的健康づくり活動 

体制強化を検討 

H24.10 

採用 

H24.10 

採用 

継続 継続 

情報提供の継続実施 

事業の継続実施 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

P18

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P18

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P20

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

【担当課】
・短期取組みを中長期でも継続

【実績】 【課題】

　４．中長期的な医療・福祉環境の再生に向けて

（１）短期的な取組みの継続的実施

44
健康
管理

・全町民の放射線による健康
被害の未然防止、健康不安の
軽減のための取組みの継続

町
健康保険課
教育委員会
事務局

中・長期 準備着手

43
健康
管理

・大学等の支援により食生活
改善を含めた自立的健康づく
りの推進

町 健康保険課 継続
【実績】
　・未実施

【課題】
　・関係機関との連携

準備着手

【担当課】
・７月からは仮設訪問の際に栄養士も同行
・借上げも南相馬やいわきで実施予定

【実績】
　・Ｈ２５．４から仮設で味の素の健康相談会を実
施

【課題】
　・関係機関との連携
　・健康料理教室の開催

未実施

【担当課】
・新潟大で実施する健康相談に食生活改善
等も含む（食生活改善限定ではなく、健康管
理の一部分として包括的にケア）

42
健康
管理

・栄養士の巡回相談の継続実
施

町 健康保険課 中・長期

実施中

【担当課】
・町民協働の進行管理などの場で、町民と
の対話を実施

【実績】
　・広報紙などでＰＲを実施

【課題】
　・役場からの一方的な情報発信だけでなく、町民
のニーズを知りたい

（５）食生活改善の啓発活動等の実施

41
健康
管理

・生きがいづくり活動の情報提
供の強化

町
健康保険課
教育委員会
事務局

継続

40
健康
管理

・自主的・自立的生きがいづく
り活動の推進

町
健康保険課
教育委員会
事務局

継続
【実績】
　・パークグラウンドゴルフなどの実施
　・芸能祭の再開検討（今年度実施で調整中）

【課題】
　・これまで活動していた方の参加にとどまり、新た
な方の参加が少ない（活動の先細りが懸念される）

短期 計画通り

【担当課】
・今後立ち上げを予定している地区を随時支
援

【実績】
　・仮設３０自治会、借上げ１７自治会

【課題】

実施中

【担当課】
・3/11の復興祭を充実させるため芸文協な
どとの協議を進める

（４）生きがいづくりによる健康で文化的な生活の確保

39
健康
管理

・自治会等コミュニティの設置
推進

町 生活支援課

随時継続 随時実施 

随時継続 

随時、実施 

随時継続 随時実施 

随時、実施 

随時継続 随時実施 

随時、実施 

随時継続 

実施継続 

巡回相談の継続実施 

随時、連携協定を締結し、体制強化 

前述の取組みを実施 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P20

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P20

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】
50

健康
管理

・帰町の前提として、町内に医
療機関・福祉施設などを整備
し、帰町に先行して生活環境
を整えるよう国・県に対し継続
的に要請

町
健康保険課
介護福祉課
復興推進課

中・長期
【実績】 【課題】

　・県担当課と協議中

中・長期 準備着手

【担当課】
・政策調整会議で検討を進める

【実績】 【課題】
　・課内検討中

準備着手

【担当課】
・国県担当課と継続協議

【担当課】
・他の担当課も含めて会議体を設置する

【実績】
　・南相馬市個別部会　１回
　・二本松市個別部会　１回

【課題】
　・南相馬市及び二本松市との個別
　　部会は順次開催
　・いわき市との個別部会開催は未定

（３）ふるさとなみえでの医療・福祉環境の方向性

49
健康
管理

・区域の見直し、除染、インフ
ラ整備の進捗状況に合わせ
て、町内での医療・福祉環境
の在り方について継続的に検
討

町
健康保険課
介護福祉課
復興推進課

【実績】
　・町外コミュニティ職員研究会
　・政策調整会議　１回
　・政策調整会議幹事会　３回
　・郡内介護保険担当者会議にて広域的な課題
の協議

【課題】
　・災害公営住宅の仕様や建設位置
　・入居基準の詳細が未定

48
健康
管理

・町外コミュニティにスムーズ
に移行できるよう、受入れ先自
治体との詳細な協議の実施

町
健康保険課
介護福祉課
復興推進課

継続 実施中

（２）町外コミュニティでの医療・福祉環境の方向性

47
健康
管理

・ワーキンググループなどを立
ち上げ、町外コミュニティの整
備状況に合わせて、継続的に
検討

町
健康保険課
介護福祉課
復興推進課

短期 計画通り

【担当課】
・政策調整会議で検討を進める

継続 実施中

【担当課】
・短期取組みを中長期でも継続

【実績】 【課題】
　・健康教室等の継続実施

準備着手

【担当課】
・短期取組みを中長期でも継続

【実績】 【課題】

46
健康
管理

・避難生活に伴う健康悪化の
防止のための取組みの継続

町
健康保険課
教育委員会
事務局

45
健康
管理

・放射線に対する理解の向上
のための取組みの継続

町
健康保険課
教育委員会
事務局

中・長期

継続的に検討 検討 

前述の取組みを実施 中長期も継続 

的に支援 

実施継続 

前述の取組みを実施 中長期も継続 

的に支援 

実施継続 

継続的に検討 

随時実施 随時実施 

継続的に検討 

町外コミュニ

テ・【検討・協

議内容を町

外コミュニ

ティに反映】 

町外コミュニ

ティ【検討・

協議内容を

町外コミュニ

ティに反映】 

継続的に検討 検討 

継続的に検討 ふるさとなみ

え【検討内容

をふるさと復

興に反映】 

継続的に要望 要望 

実現まで要望を継続 ふるさとなみ

え【検討内容

をふるさと復

興に反映】 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

P26

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P26

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

【担当課】
・津波被災地の家財については、帰還困難
区域の２０％を賠償

【実績】
　・家財は帰還困難区域の２０％
　・流失家屋を除く所有地などの賠償

【課題】
　・

【実績】
　・５月２９日集団申立ての実施（１０万⇒３５万）

【課題】

56 賠償
・津波被災地の財物賠償にお
ける公平性の検討

町
産業・賠償対

策課
短期 達成済み

（１）中間指針等に示されていない賠償内容の精査と請求に向けての準備

55 賠償
・精神的損害内容の整理（賠
償実績も参考）

町
産業・賠償対

策課
短期 達成済み

【担当課】
・集団申し立てをもって、達成

【担当課】
・６月末の集団申し立ての中間説明会で区
長や自治会長に説明を実施

【実績】
　・住民説明会の際に、エネ庁と東電から説明

【課題】
　・

　２．集団的賠償請求の取組み

54 賠償
・浪江町による損害賠償説明
会の実施（財物賠償　等）

町
産業・賠償対

策課
短期

短期 計画再考

【担当課】
・東電作成の試算表があり、個別の対応は
東電となっているため、作成する予定はない

【実績】
　・試算表作成済み

【課題】
　・計算例などを載せると勘違いされる可能性があ
る

計画再考

【担当課】
・中間指針は出ているが、東電基準は明ら
かでなく、紛争解決センターの基準も不明。
また、個人情報の問題もあり、作成は難しい

【実績】 【課題】
　・東電からの情報公開が少ない

53 賠償
・モデルケースによる損害賠
償額の試算表の作成

町
産業・賠償対

策課

【担当課】
・検討はおこなったが、誤解を招く可能性が
ある、既に請求が９５％程度進捗しているこ
とを踏まえ、実施しない予定

【実績】 【課題】
　・個人で賠償内容は異なるため、作ることが良い
のか疑問

52 賠償
・中間指針・東電基準・紛争解
決センターの総括基準の比較
表作成

町
産業・賠償対

策課
短期

　１．町民が自分の損害を正しく把握することが出来る仕組み

（１）賠償に関する情報の集約と周知の徹底

51 賠償 ・損害賠償実績集の作成 町
産業・賠償対

策課
短期 計画再考

３ヵ月で更新する 

随時実施 随時実施 

アンケート 

実施 

３ヵ月で更新する 

３ヵ月で更新する 

Ｈ25.1 

住民説明会実施 

Ｈ25.6 

区長等説明実施予定 

Ｈ25.5 

達成 

津波被災地 

財物賠償方針決定 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P26

計画

進捗

実績
課題

計画

進捗

実績
課題

【実績】
　・

【課題】
　・

【担当課】
・Ｈ２５年夏に無料の弁護士相談会（県外へ
の訪問も可能）を全戸に告知したが、活用し
た町民はゼロであった。ニーズがないのでは
ないか。
・未請求者については県が把握をしようとし
ている

【実績】
　・アンケート実施
　・無料弁護士相談会実施（利用者ゼロ）

【課題】
　・東電にデータを要求しているが、対象はおそらく
少ない

62 賠償
・町民に共通する損害の類型
化及び該当町民の取りまとめ

　３．高齢、病気等による請求困難者の救済

（１）未請求者に対する支援の実施

61 賠償
・町による未請求者支援事業
の実施（弁護士依頼による賠
償請求　等）

町
産業・賠償対

策課
短期 達成済み

短期 計画通り

【担当課】
・町村会等の県主催で随時協議を実施する

【実績】 【課題】
　・各市町村で状況が異なる

達成済み

【担当課】
・集団申し立てをもって、達成

【実績】
　・５月２９日集団申立ての実施（１０万⇒３５万）

【課題】

60 賠償
・相双地区の市町村との連携
（首長による働きかけ　等）

町
産業・賠償対

策課

59 賠償
・原子力損害賠償紛争解決セ
ンターへ集団での申し立て

町
産業・賠償対

策課
短期

短期 計画再考

【担当課】
・項目が膨大で複雑であるため、統一の請
求様式の作成は困難。また、請求が９５％進
捗しており、作成は不要と判断

【実績】
　・現状、９５％の請求状況

【課題】

達成済み

【担当課】
・集団申し立てをもって、達成

【実績】
　・妊婦、子供の賠償増額
　・精神的損害の集団申立て

【課題】

58 賠償 ・統一的な請求様式の作成 町
産業・賠償対

策課

57 賠償
・町民に共通する損害の類型
化、及び、該当町民の取りまと
め

町
産業・賠償対

策課
短期

浪江町独自の申立て 

随時実施 随時実施 

他町村の取組み 他町村独自の申立て 

Ｈ25.5 

達成 

共通項目を連携して請求 

実施期間は６ヵ月に設定する 

（折に触れて継続して実施） 

Ｈ25.5 

達成 

５７と同内容であるため、５７を参照 

現時点で請求可能 

な賠償の請求 残りの賠償を上記の 

情報の共有 

連携方法の検討 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

P28

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P28

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】
実施中

【担当課】
・継続して要望をおこなう

【実績】
　・随時要望活動を展開
　・４月に県から公開質問

【課題】
・財物賠償で未相続、未登記のケースの取扱い
・現地調査による賠償額算定方式を利用すると、他
の選択ができなくなる

【担当課】
・個別の案件については個人情報の関係等
で申し立て内容まで把握することが困難。
・集団申し立ての回答を求める。

【実績】 【課題】

68 賠償 ・東京電力への要求 町
産業・賠償対

策課
継続

67 賠償
・原子力損害賠償紛争解決セ
ンターへの要望

町
産業・賠償対

策課
短期

66 賠償
・原子力損害賠償紛争審査会
への要望

町
産業・賠償対

策課
継続

【実績】
　・５月に弁護団で要望提出

【課題】

実施中

【担当課】
・集団申し立ての参加者に不利益がないよう
に要望

【実績】
　・津波被災地の財物賠償決定

【課題】

実施中

【担当課】
・弁護団を通じて継続的に要望をおこなう
・６月１２日　審査会による現地視察の実施

計画再考

65 賠償 ・国に対する要望 町
産業・賠償対

策課
継続

【担当課】
・賠償請求の根拠のひとつとして訴えていく
・災害記録誌の作業の中で、発災当時の事
実検証を行い、事実関係の把握に努める

【実績】 【課題】
　・誰がいつどこにいたのか、東京電力が説明に来
たのか、明確に把握していない（町側では対応した
職員はいない）

　５．効果的な要望活動の実施

（１）内容に則した的確な要望活動の実施

【実績】 【課題】
　・誰がいつどこにいたかを把握しきれない

64 賠償
・連絡協定違反に対する責任
の明確化

町 総務課 短期 未着手

（１）国や東京電力の責任の明確化

63 賠償
・ＳＰＥＥＤＩ情報非開示による
放射線被ばくの責任の明確化

町 総務課 短期 未着手

【担当課】
・賠償請求の根拠のひとつとして訴えていく

　４．国及び東京電力の責任の明確化

事実把握と要望 

随時実施 随時実施 

事実把握と要望 

３ヵ月で更新する 

３ヵ月で更新する 

具体化した上で要望し、必ず回答を求める 

具体化した上で要望し、必ず回答を求める 

随時実施 随時実施 

３ヵ月で更新する 具体化した上で要望し、必ず回答を求める 

３ヵ月で更新する 具体化した上で要望し、必ず回答を求める 

随時実施 随時実施 情報の共有 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

P28

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P36

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P36

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】
74

絆の
維持

・新たな補助金制度の創設の
検討

町 生活支援課 短期
【実績】 【課題】

　・データベース化のため、一覧形式等でまとめて
おく必要がある
　・今後、アンケートも必要
　・施行体制の整理

実施中

【担当課】
・復旧復興基金の継続
・ブランドイメージ回復のための基金

【実績】
　・復旧復興基金、復興交付金基金創設済

【課題】
　・復旧復興関連は賠償の対象になると考えるが、
利用した分は賠償金が減少すると考えている

【担当課】
・まちづくり補助金などの検討

73
絆の
維持

・浪江町の復興に資する活動
を支援する基金の創設を検討

町 総務課 継続

達成済み

【担当課】

【実績】
　・Ｈ２５．３　配布済
　　　町民向けに10,500部発行。
　　　掲載情報内訳：個人編3,990件
　　　　　　　　　　　　　事業者414件
　　　　　　　　　　　　　浪江町関係機関226件

【課題】
　・一定期間経過後の更新作業。（概ね２年後）

（２）絆の維持のために必要な費用を確保する取組み

【担当課】
・連絡帳の承諾書をもって完了とする

【実績】
　・完了

【課題】

72
絆の
維持

・個人や企業の連絡先を記載
した「電話帳」の作成

町 生活支援課 短期

　１．“絆”の維持に向けて共通する取組み

（１）町民同士や支援団体が避難先情報を共有できる取組み

71
絆の
維持

・情報共有に向けた個人情報
の取り扱いに関する調査

町 生活支援課 短期 達成済み

70 賠償
・共通項目について連携して
要望を実施

町
産業・賠償対

策課
短期

【実績】
　・町村会等で要望を実施

【課題】
　・共通項目が少なくなってきている（各自治体、個
人の状況の多様化。合意率９０％。町民が独自に
請求をおこなっている）

計画通り

【担当課】
・引き続き、広報紙やＨＰを通じた情報発信
をおこなう

【実績】
　・広報紙による情報発信やＨＰへの要望書の掲
載

【課題】
　・共通項目が少なくなってきている（各自治体、個
人の状況の多様化。合意率９０％。町民が独自に
請求をおこなっている）

計画通り

【担当課】
・共通項目が少なくなってきているので、必
要に応じて実施する

69 賠償 ・情報共有、連携方法の検討 町
産業・賠償対

策課
短期

（２）相双の市町村と連携

継続実施 継続実施 

連携方法検討 

実施継続 浪江小中で説明実施 

共通項目について連携して要望 

アンケート等の調査 

情報の取りまとめ 発行・更新 

国・県等の新たな基金の創設 従来基金の継続 

調査検討・財源確保・予算化 

実施継続 調査検討 

Ｈ25.3 

完了 

Ｈ25.3 

配布済 

復旧復興基金、 

復興交付金等 

調査検討・財源確保・予算化 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P36

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P36

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P38

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

【担当課】
・引き続き、おこなっていくとともに、更なる充
実を図る

【実績】
　・ＮＰＯの内、ＮＰＯ新町なみえとは協力体制が
整っている。情報も共有、ＨＰなどで情報発信

【課題】
　・発信という観点では弱い
　・協力体制を構築できているNPO少ない

　２．避難先における新たなコミュニティづくり

（１）新たなコミュニティづくり促進のための取組み

80
絆の
維持

・NPO等が実施しているコミュ
ニティづくり活動の把握・情報
発信

町 生活支援課 継続 実施中

計画遅れ

【担当課】
・復旧・復興の進捗状況の掲載の充実
・情報発信の職員の意識の向上のため、研
修や説明会を実施
・７月に「住民の情報取得に関する調査」を
実施
・ＮＰＯ法人ＥＴＩＣ．を通じて、広報１人を増員
・広報戦略を策定

【実績】
　・広報紙、ＨＰ等で復興に関する情報掲載

【課題】
　・有効な情報発信の方法や進め方は決まってい
ない

79
絆の
維持

・広報等による復興に関する
情報発信の強化の検討

町、町民
生活支援課
復興推進課

短期

計画通り

【担当課】
・町民主体の企画運営体制を、復興支援員
を活用し、構築していく

【実績】
　・昨年度県外の交流会で実行委員会方式を採
用。避難先での準備等に協力してもらう
・山形県、千葉県に復興支援員配置、支援員研修
も実施

【課題】
　・町民自らが動くための働きかけ方

（４）浪江町との絆を維持する取組み

78
絆の
維持

・上記を町民主体で企画運営
するための体制の構築

町、町民 生活支援課 短期

77
絆の
維持

・避難先で絆づくりを行う復興
支援員等の配置

町 生活支援課 短期
【実績】
　・山形、千葉での実施

【課題】
　・新たに京都、埼玉、新潟に６月から配置予定。し
かし新潟では町民からの応募がなく　設置時期が
未定

短期 計画遅れ

【担当課】
・年に４回程度復興支援員の研修を実施す
る

【実績】
　・昨年度県外の交流会で実行委員会方式を採
用。避難先での準備等に協力してもらう
　・山形県、千葉県に復興支援員配置、支援員研
修も実施

【課題】
　・町民自らが現地で継続的に避難町民間の交流
を行くような働きかけ方

計画通り

【担当課】
・引き続き、各地に配置していく（京都・埼玉
に６月配置予定）

【担当課】
・データベース化の推進

【実績】
　・相談者に向けた助成制度の紹介

【課題】
　・データベース化のため、一覧形式等でまとめて
おく必要がある
　・今後、アンケートも必要
　・施行体制の整理

（３）絆の維持のために必要な実施体制づくり

76
絆の
維持

・避難先でのコミュニティづくり
を担う人材の育成

町 生活支援課

75
絆の
維持

・各種助成制度のデータベー
ス化及び紹介

町 生活支援課 短期

実施継続 

プログラム作成 段階的実施 

データベース化 

資料収集 公表・随時更新 

実施継続 浪江小中で説明実施 継続実施 継続実施 

実施継続 

段階的実施 

継続実施 

体制構築と実施 

研修などの実施 

研修などの実施と配置 

随時実施 随時実施 

検討・実施 実施・強化 

検討後、実施 

継続実施 継続実施 

公表・随時更新 情報収集 

アンケー

ト実施 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

計画

進捗

実績
課題

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P38

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

P38

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

【担当課】

【実績】 【課題】
　・地元住民への広報

【実績】
　・山形と千葉に支援員を配置し、活動を展開
　・仮設住宅集会所や地域集会所にて地域のイベ
ントに一緒に参加

【課題】

86
絆の
維持

・浪江町民が避難先住民を招
くイベントを開催

町民 生活支援課 短期 未着手

（３）避難先コミュニティとの交流を図る取組み

85
絆の
維持

・避難先の町内会活動等への
積極的な参加

町民 生活支援課 短期 計画遅れ

【担当課】
・今年度は首都圏（芝浦・東雲）での交流会
を地域の夏祭りの一画で行う予定。

84
絆の
維持

・コミュニティ活動への各種補
助制度の創設、助成制度の
データベース化 【実績】

　・
【課題】
　・

計画通り

【担当課】
・復興の集い委員を組織する

【実績】
　・自治会の会長会の開催
　・借上げ連合会の開催

【課題】
83

絆の
維持

・コミュニティ同士をつなぎ、組
織力を強化

町 生活支援課 短期

計画通り

【担当課】
・精神的ケアを保健師や社会福祉協議会と
連携しておこなっていく

【実績】
　・各自治体ごとの活動が盛んになってきている

【課題】
　・独居男性などの参加率が思わしくない

（２）コミュニティ活動充実に向けた取組み

【実績】
　・

【課題】
　・

82
絆の
維持

・新たなコミュニティ活動への
積極的な参加

町 生活支援課 短期

81
絆の
維持

・コミュニティづくりのための補
助金等の制度整備

継続実施 継続実施 

町民自身が、身近なコミュニティに積極的に参加する 

７４と同内容であるため、７４を参照 

随時実施 随時実施 

町村内のコミュニティつなぎ 市町村を越えたコミュニティつなぎ 

随時実施 随時実施 

町民自身が、避難先のコミュニティに積極的に参加する 

実行組織の立上げ・財源の確保・実施 

７５と同内容であるため、７５を参照 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

P40

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P40

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

準備未着
手

【担当課】

【実績】 【課題】

92
絆の
維持

・たすきリレーなどの町外コ
ミュニティ間をつなぐ取組みの
実施

町 生活支援課 中・長期

91
絆の
維持

・行政区ごとに集まれる場所
の確保

町 総務課 中・長期

【実績】
　・役場の会議室の提供

【課題】

中・長期 準備着手

【担当課】
・引き続き、検討・要望を実施する

【実績】
　・町外コミュニティ職員研究会
　・政策調整会議幹事会

【課題】
　・グループ入居の調整役など町の関与及び体制
上の問題検討

準備未着
手

【担当課】
・今後も場所の提供を継続する
・町外コミュニティの議論の中で継続的に検
討

【担当課】
・年に１回の行政区の総会実施
・各行政区活動等のフォトビジョン等での周
知を継続

【実績】
　・各行政区ごとに活動実施
　・町では活動補助金を支出（４～１８万）
　・各行政区活動をフォトビジョン等で周知

【課題】
　・各地から集まるのが大変

（２）町外コミュニティにおける行政区単位での活動再会への取組み

90
絆の
維持

・行政区に配慮した町外コミュ
ニティの整備

町 復興推進課

89
絆の
維持

・行政区のつながりを大切に
するとともに、活動への積極的
な参加

町民 総務課 短期

88
絆の
維持

・行政区活動のために必要な
経費の確保

町 生活支援課 短期
【実績】
　・活動補助金の支給（４～１８万）
　・区長会の運営経費の支給（５万）
　・活用できそうな補助制度等を随時告知

【課題】
　・広域避難により行政区活動、運営が困難
　・使途を限定しない形での補助は難しい

計画遅れ

【担当課】
・行政区長同士の懇談会の実施（６月の理
事会で決定）
・行政区長会や様々な団体が集まる場を設
ける

【実績】
　・活動補助金の支給（４～１８万）
　・区長会の運営経費の支給（５万）

【課題】
　・広域避難により行政区活動、運営が困難
　・使途を限定しない形での補助は難しい

計画通り

【担当課】
・活用できそうな各種補助金等について総会
等で随時告知

計画通り

87
絆の
維持

・NPO等と連携した行政区の
活動サポート

各種団
体

総務課 短期

　３．浪江町の行政区活動の促進・支援

（１）行政区活動の継続に向けた取組み

実行組織の

立上げ・実施 

場所の選定 

・設置 

体制づくり・活動の展開 従来の制度の継続 

連携に向けた体制づくり 連携した活動の展開 

公表 情報収集 

各種助成制度の情報収集 公表・随時更新・補助金額の検討 

総会等の実施 総会等の実施 

町民自身が、浪江町の行政区単位の活動に積極的に参加する 

検討 

継続実施 継続実施 

要望 

町外コミュニティの整備状況に合わせて継続的に検討 町外コミュニ

ティ整備 

町外コミュニティの整備状況に合わせて継続的に検討 

町外コミュニティの整備状況に合わせて継続的に検討 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

P40

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P42

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P42

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

【担当課】
・今年度はNPO主催・共催の交流会で大堀
相馬焼の絵付け体験や焼そばふるまいを予
定。顔料の使用や焼そばの作成スペースで
共催の際は会場に要確認。

【実績】
　・Ｈ２４年に、山形での交流会で餅つき・どぶ汁・
ほっきご飯づくり

【課題】

【実績】
　・Ｈ２３年度１３件（内、県内：８回・県外５回)
　・Ｈ２４年度２９件(内、県内１７回・県外１２回)

【課題】

98
絆の
維持

・郷土料理など浪江の特色を
活かした交流会の開催

町、各種
団体

生活支援課 継続 実施中

（２）あらゆる方が参加しやすい交流の場づくりに関する取組み

97
絆の
維持

・県内外各地での交流会の開
催

町、各種
団体

生活支援課 継続 実施中

【担当課】
・町主催の交流会今年度県内各エリア１回
ずつ６回、県外４回の予定。この他に他県市
町村主催(神奈川県など)NPO主催の交流会
も予定。

短期 計画遅れ

【担当課】
・発信に向けたネットワークづくりをおこなう

【実績】
　・Ｇｏｏｇｌｅのストリートビュー公開
　・８月より町内ｗｅｂカメラ運用開始
　・各課で随時プレス投げ込みを実施

【課題】
　・ＴＶ、新聞でこちらの意図する情報発信は難しい

計画遅れ

【担当課】
・継続して実施するとともに更なる拡充を図
る

【実績】
　・情報について広報紙、ＨＰ、フォトビジョンで町
民に周知

【課題】
　・個人開催に対しての支援ができない

96
絆の
維持

・メディアによる全国への浪江
町の情報発信

町 復興推進課

【担当課】
・冊子作成に向けた検討を進める
・取材者の増員を図る

【実績】
　・毎月、広報紙に５～７件掲載

【課題】
　・被取材者探し

95
絆の
維持

・浪江町のNPOや浪江焼麺太
国等の団体・個人が開催する
取組みの充実と活動への積極
的な町民の参加の推進

町民 生活支援課 短期

　４．町民のこころをつなぐ取組みの強化

（１）町民の心をつなぐ取組み

94
絆の
維持

・「浪江のこころ通信」の継続
及び内容の充実

町 復興推進課 継続 実施中

準備着手

【担当課】
・他の自治体の事例の検討
・県の無料施設に確認
・提供してくれる団体や企業の確認

【実績】
　・いわき借上げ自治会での交流スペース

【課題】
　・みんなが集まりやすい場所の選定

93
絆の
維持

・あらゆる場所での集まること
のできる場の提供

町 生活支援課 中・長期

（３）県外、県内のコミュニティのつながり維持への取組み

場所の選定 

・設置 

検討・設定・設置 

継続実施 継続実施 

継続した取材・発行体制の確立 

継続実施 継続実施 

町民自身が、こころをつなぐ活動に積極的に参加する 

検討・実施 検討・実施 

継続実施 継続実施 

継続実施 継続実施 

継続的に検討 

検討・設定・設置 

メディアとのネットワークづくり及び情報発信体制の構築 

町民・各種団体・避難先自治体・役場などあらゆる主体による交流会を継続 

交流会のメニューを随時見直し 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P42

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

P42

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

短期 計画通り

【担当課】
・広報紙発行の継続
・浪江焼麺太国や復興支援員など役場以外
の団体と連携した情報発信

【実績】
　・毎月２回広報紙を発行（１日、１５日）

【課題】
　・浪江キャラバン隊の実施
　・職員の広報に対する意識付け

【実績】
　・

【課題】
　・

（４）生涯にわたる町民と浪江町の絆の維持に向けた取組み

105
絆の
維持

・浪江キャラバン隊や広報紙
等による継続的な町の情報発
信

町 復興推進課

104
絆の
維持

・復興支援員による県外避難
者の生活支援実施

103
絆の
維持

・町民とNPO等のネットワーク
づくり

各種団
体

生活支援課 継続
【実績】
　・それぞれへの情報提供

【課題】
　・ニーズの有無が不明
　・連絡先を教えあう程度で町民とＮＰＯとの関係が
希薄

実施中

【担当課】
・町民協働の進行管理などを通じてニーズを
確認

【実績】
　・「これからの復興をともに考える」第２回「学ぶ」
に参加

【課題】
　・ニーズの有無が不明

【担当課】
・町民協働の進行管理などを通じてニーズを
確認

102
絆の
維持

・NPO等との連携に向けた理
解を深める研修等の実施

町 生活支援課 継続

実施中

【担当課】
・今年度は各競技２回程度の大会実施を予
定

【実績】
　・去年５種目を実施　参加者述べ○○人参加（ｿ
ﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ、ｸﾞﾗｳﾝ
ﾄﾞｺﾞﾙﾌ）

【課題】
　・参加者が固定化する傾向

（３）継続的な実施体制づくりに関する取組み

101
絆の
維持

・町主催の各種スポーツ大会
の実施による交流機会の創出

町、各種
団体

教育委員会
事務局

継続

短期

【担当課】
・復興支援員の中間支援団体と連携する

【実績】
　・情報共有しながら、町民へ周知

【課題】

実施中

【担当課】
・今年度交流会の際に地元の生涯学習講座
の利用や自治会単位で畑をかりて農業を行
う

【実績】
　・歴史講座や健康講座などを実施

【課題】

100
絆の
維持

・避難先NPO等と連携した効
果的な開催案内

町、各種
団体

生活支援課

99
絆の
維持

・農業や生涯学習、生きがい
づくりなど多様なメニューの交
流会の開催

町、各種
団体

生活支援課 継続

効果的な開催案内を継続 継続実施 

継続実施 継続実施 

避難先情報の共有 継続実施 

継続実施 実施 

各種大会の実施 各種スポーツ大会の計画・実施 

随時実施 随時実施 

研修会への参加など 

継続実施 継続実施 

各種団体に関する情報収集 ネットワークづくりのための会議等の開催 

検討 検討 

交流会のメニューを随時見直し 

７７と同内容であるため、７７を参照 

継続的に検討 組織づくり 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P44

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

P44

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

【担当課】
・フォトビジョンの配信を継続する
・ＨＰへの写真の掲載を検討する

【実績】
　・ほぼ毎日、フォトビジョンによる情報発信

【課題】
　・写真集の作成

111
絆の
維持

・フォトビジョンや写真集により
町内の写真を発信

町 復興推進課 継続

110
絆の
維持

・テレビ局と連携した町内の映
像の全国放送

町 復興推進課 短期
【実績】
　・各課でプレス投げ込み等を実施

【課題】
　・テレビ局と話しはしているが、放送するかはテレ
ビ局次第

計画前倒
し

【担当課】
・８月から広域圏主体で３１ヶ所の映像配信

【実績】
　・８月までに町内３４ヶ所

【課題】

【担当課】
・ＮＯ.９６と１０９の施策による実現を目指す

実施中

109
絆の
維持

・WEBカメラによる町内の映像
の配信

県⇒広
域圏

復興推進課 短期

実施中

【担当課】
・町内３１ヶ所にカメラを設置
・従来の取組みに加え、６月３０日から消防
団によるパトロールも追加

【実績】
　・警察、消防（３名常駐）、町の委託業者によるパ
トロール強化

【課題】

（２）現在の浪江町に触れることのできる取組み

【担当課】
・引き続き、要請を実施する

【実績】
　・電話での登録が可能となった

【課題】
　・帰宅困難区域について、月１回の国の立入りが
あるので、ハードルがあがった

108
絆の
維持

・浪江町内の防犯体制の強化 県
帰町準備室
生活支援課

継続

　５．ふるさと浪江に接する機会の創出

（１）一時帰宅の実施の継続と防犯体制強化に関する取組み

107
絆の
維持

・一時帰宅手続きの簡便化に
関する要請の実施

町 生活支援課 短期 計画通り

106
絆の
維持

・「浪江の日」や「震災の日」と
いった記念日の創設

町 総務課 短期

【実績】 【課題】

未着手

【担当課】
・県の動きの情報収集をおこなう（県で記念
日的な位置づけをする動きがあるようだ）

国等への働

きかけ・制定 

情報収集 

継続実施 継続実施 

監視実施 監視実施 

設置 検討 

カメラの設置・配信の仕組みづくり 

継続的に検討 

検討 

一時帰宅の継続・区域見直し後も防犯体制を強化 

継続実施 継続実施 

一時帰宅の継続・区域見直し後も防犯体制を強化 

メディアとのネットワークづくり及び情報発信体制の構築 

８月運用

開始 
配信 

フォトビジョンへの写真の掲載・写真の募集 
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進行管理の
担当課 分類 進捗 今後、４ヵ月の具体的な活動 委員会意見Ｎｏ． 分類 施策

H24年 H25年 Ｈ26年
中期 長期

実施
主体

P44

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

計画

進捗

実績
課題

【委員会】

準備未着
手

【担当課】
・Ｈ２５年度はまちづくり策定委員会で検討

【実績】 【課題】
　・現在、宿泊は認められておらず、今後の状況に
応じて検討

114
絆の
維持

・離れ離れになった家族が、町
内で一緒に過ごせる施設整備
の検討

町
帰町準備室
生活支援課

中・長期

113
絆の
維持

・県外で生活する方が、町内
に滞在できる施設整備の検討

町
帰町準備室
生活支援課

中・長期

【実績】 【課題】
　・現在、宿泊は認められておらず、今後の状況に
応じて検討

中・長期
準備未着
手

【担当課】
・Ｈ２５年度はまちづくり策定委員会で検討

【実績】 【課題】
　・現在、宿泊は認められておらず、今後の状況に
応じて検討

準備未着
手

【担当課】
・Ｈ２５年度はまちづくり策定委員会で検討

（３）宿泊型帰宅ができる取組み

112
絆の
維持

・町内に宿泊しながら数日間
滞在できる施設整備の検討

町
帰町準備室
生活支援課

施設の設置・

運営 

施設の設置・

運営 

検討 

施設整備の検討・整備準備 

検討 

検討 

継続して検討 

継続して検討 
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